




















10.おわりに 

 ハイリスク妊娠の問題を,306 例の妊産婦死亡例の剖検所見という立場から考え直して

みた。これらの調査集計や日頃の診療を通じて痛感することは,次の 3点である。 

 1.ハイリスクとかローリスクということは,あくまでも相対的なものである。皮肉ないい

方をすれば,妊産婦の生命をおあずかりすることにリスクを感じないことほどハイリスク

なことはない,とさえいえよう。まして,妊娠・分娩を自然現象の 1つと考えよという意見

ほど,ハイリスクな意見はない。 

 2.妊産婦死亡例を解剖してみると,意外な所見の出てくることが多く,生前の診断は間違

っていることが少なくない。その意味でも,困難なことではあるが,解剖はもっと行われる

必要がある。特に,子宮破裂,子宮外妊娠などが意外に多いのに驚く。また,使用されていた

薬物との因果関係を否定しきれないものや,羊水栓塞症といってもよいものが,意外に多い

のにも驚く。 

 3.妊産婦死亡は統計の時代から法廷の時代に入ったとさえいってもよいが,解剖所見を

欠いた法廷での論争ほど,不毛なものは余りない。 


